
１．はじめに

　平成11年５月に改訂された小学校学習指導要領生活編

の内容には，「動物を飼ったり植物を育てたりして，そ

れらの育つ場所，変化や成長の様子に関心をもち，ま

た，それらは生命をもっていることや成長していること

に気付き，生き物への親しみをもち，大切にすることが

できるようにする．」（１）と述べられている．生活科のなか

で，これまで多く飼育されている動物は，「モルモット」

「カタツムリ」「ザリガニ」「カエル」「コオロギ」「バッ

タ」「ウサギ」「ニワトリ」であるとされている（２）（３）．確

かに入手が容易であり，教育効果の高い動物はこのよう

な動物であると考えられる．しかし，生活科では，さま

ざまな動物に触れ視野を広げることも大切である．多く

の種類の動物に触れることが，将来の学習の基盤とな

り，大きな教育効果を上げることが期待されるからであ

る．幼稚園や小学校生活科における原体験の大切さが主

張されるのもこの点からである（４）．生活科で体験した動

物の飼育が生命概念の主要な特徴である代謝と生殖を把

握する土台となるだろう．また，生物の多様性を知る

きっかけともなるだろう．もちろん，飼育することによ

り生命への畏敬の念を持つということも期待される．

　カイコの教材としての利用は，小学校理科では昆虫の

変態の観察教材として，中学校理科では遺伝教材とし

生活科におけるカイコの教材としての可能性 61

生活科におけるカイコの教材としての可能性

森　本　弘　一・岩　地　晶　恵＊・田　中　裕　子＊＊

奈良教育大学理科教育講座（理科教育学）

（平成14年４月25日受理）

A Study on the Silkworm as a Teaching Material 
in Life Environmental Study

Kouichi MORIMOTO, Akie IWADI＊ and Yuko TANAKA＊

（Department of Science Education, Nara University of Education, Nara 630-8528, Japan）

（Received April 25, 2002）

Abstract

　　There are various animals used as teaching material for raising in Life Environmental 

Study. In this study, we considered whether the silkworm were an appropriate teaching 

material for Life Environmental Study or not. Second grade students in Asuka elementary 

school had observed the growth of the silkworm for about one month. As a result, the students 

became familiar with the silkworm and they had been aware of metabolism, reproduction and 

respect of life through raising and observing the silkworm. However, they could not be aware of 

the relationship between the industry and the silkworm. We propose that the silkworm is 

suitable for Life Environmental Study teaching material.
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て，高等学校理科では変態ホルモン，フェロモンの教材

として用いられている．最近では，総合的な学習の教材

としても用いることが提案されている（５）（６）．生活科でも

教材として用いることは，十分可能であると考えられる．

　カイコの教材としての大きな特長は，産業用の昆虫で

あるということである．家畜としての記録は4500年以上

前からある（７）．人間に有益な昆虫は，他に幾つもある

が，これほど利用価値が高く多くの人々に知られている

昆虫はないであろう．しかし，日本の養蚕農家は，数少

なくなり今では実際のカイコを見たことがない人が多く

なりつつある．カイコは現在では衣服にとどまらず食

品，洗剤，石鹸，クリームなどにも配合されている（８）．

また，大腸菌と同様に医薬品生物工場としての利用も考

えられている．つまり，カイコは過去から現在，未来へ

とつながる生き物であり，この存在を知ることは児童に

とって有意義であると思われる．

　次の特長は，カイコと人間との間に互いに病気の伝染

がないということである．4500年も超えるほど長く飼育

されているが，人間に害を及ぼしたことはない．第３の

特長は，動物であるカイコが吐く絹糸は，植物由来の木

綿，麻とは異なった肌触りと光沢があることである．児

童は，絹糸に触れることで大きな驚きをもつだろう．

　第４の特長は，餌としてのクワについても体験ができ

るということである．従来は，クワは，日本人にとって

馴染みの深い植物であった．有名な童謡「赤とんぼ」で

も「クワの実」が出てくる．生物の発生のなかでも「桑

実胚」という名称がついている時期がある．「クワ」は

英語では Mulberry であり，Strawberry「いちご」

Blueberry「ブルーベリー」と同じように甘い味がする．

この体験も是非児童にさせたいものである．第５の特長

は，絹織物がシルクロードを通ってインド，ペルシア，

トルコ，ローマなどに運ばれていたという歴史であ

る（７）．生活科で歴史そのものを扱うことは難しいが，昔

から多くの国で使われていたことを知らせることは価値

があると思われる．

　以上のことから、カイコが生活科の教材として適切で

あるかどうかを授業を通して検証することとした．

　検証に当たっては，エスノグラフィー（ethnography）

の手法を用いた（９）．これは，直訳すれば，民族誌学とな

り，異文化の地で人々の活動を記録して解釈するもので

ある．近年では，この手法で学校文化を分析しようとす

る試みも行われるようになってきた（10）．これは，授業記

録を丹念にとることにより授業の様子，子供の変容を明

らかにしようというものである．子供のノート，活動記

録を集積し，それを用いて子供の変容を評価するポート

フォリオ（Portfolio）（11）もエスノグラフィーの考えに基

づいていると思われる．

　本研究では，児童のつぶやき，行動を記録し，児童の

観察記録を集め，それらを分析していった．

２．方法

２．１．飼育

　用いたカイコは，「錦秋×鐘和　１化性」であり，上田

蚕種協業組合から入手した．入手したカイコの卵（蚕種）

のうち200粒は，25℃暗条件で休眠打破（暗催青）した．

約１週間後，孵化した．その後，Ａ４サイズのプラス

チックケースで飼育した．１ケースで約30頭のカイコを

飼育した．クワの葉で飼育を行った．毎日１～３回給餌

し，その都度，糞を取り除いた．約３週間後吐糸し，繭

（蛹化）した．蛹化後は，紙箱に移した．約１週間後，

羽化した．羽化後，交尾を行わせ，産卵させた．

２．２．授業

　2001年５月30日から７月９日まで奈良市立飛鳥小学校

２年生４クラスの児童達を対象にカイコの飼育観察を

行った．授業の流れは下記の通りである．

第１時　カイコの吐いた絹糸で作られた製品とカイコの

卵，１令幼虫，繭を観察し，ビデオ「カイコの一

生」を視聴する（学年全体）．

第２時－第９時

　　　　カイコの飼育観察を行う．

第10時　飼育観察を振り返り，感想文を書いたり関連の

ある事柄を調べる．

　各クラスで飼育するのではなく空き教室にカイコの飼

育コーナーを設けて，昼休みの時間にカイコを飼育観察

するという形態で行った．飼育コーナーには，飼育観察

して気付いたことを絵と文で書けるように観察カードを

用意した．また，カイコの飼育方法や成長過程，産業と

の関係が載っている絵本（12）（13）と観察用の虫メガネを置い

た．

２．３．記録と分析

　飼育コーナーに飼育観察に来た児童のつぶやき，行動

を記録し，児童が記録した観察カードを保存した．それ

らから児童の観察力，認識の変容を探っていった．

３．結果と考察

３．１．飼育結果

　児童は，カイコを充分に触っていたので，カイコが弱

ることを予想していたが，ほとんどの個体が蛹化し，成

虫となった．少数の個体は幼虫段階と蛹の段階で病気と

なり死亡した．死亡の割合は，研究室での飼育でも見ら

れる程度と同じであった．

３．２．授業の様子

　飼育観察中の児童の様子と観察カードにおける児童の

記録を表１に示している．
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第１時（5/30）

　絹製品のハンカチを見たり触ったりしたときの児童の

つぶやきは，「つるつるしている」「光っている」「色，

柄がない」というものであった．児童は，絹製品は見た

ことがあるかと思われるが，これまでに意識はしていな

かったのであろう．この提示は，児童にとって絹製品を

意識させるのにいい機会を与えたと思われる．

　カイコのビデオを見たときには，「気持ち悪い」「かわ

いい」という声があがった．ビデオを見たときに，児童

が知っているマンガのキャラクターの「キャタピー」「コ

クーン」「バタフリー」や映画の「モスラ」などの言葉

が聞かれるかと予想していたが，そのような声はあがら

な か っ た．こ れ ら は い も む し（caterpillar），繭

（cocoon），蝶（butterfly），蛾（moth）を模したもので

あるが，関連付けることは難しかったようであった．ビ

デオでは，カイコを拡大して見せているので，「気持ち

悪い」というような声があがったのだろう．

　カイコの卵，１令幼虫を見たときは，今まで見たこと

がない生き物に対して興味を示していた．観察カードで

も「小さくてかわいい」というような表現が見られた．も

う少し児童の拒否反応があることを予想していたが，そ

れほどでもなかった．観察カードの絵は，カイコが小さ

かったため，細かいところまで見ることができず，黒い

点のような描き方であった．繭を見せると，「卵みたい」

と言う声が聞かれた．繭の方が観察するには適当な大き

さであろう．

第２時－第９時（5/31－7/9）

　５月31日．一見したところ「アリみたい」という声が

聞かれた．虫メガネを使って観察した子は「毛が生えて

いる」とつぶやいていた．前日の観察カード（図１）で

も「黒くて小さいから糞と間違えた」という記述が見ら

れた．この日の観察カードでも「アリ，ハムスターより

小さい．」という記述があった（図１）．生まれたばかり

の１令幼虫は，体の剛毛が目立ち黒い色をしているの

で，アリのように見える．それで「蟻蚕」とか「けご

（毛蚕）」と呼ばれる（７）．児童は，このことを観察して気

付いているのである．これは，これまで自分達が飼育観
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図１　けご（毛蚕）の様子が記録され
ている観察カード　　　

図２　白くなったカイコと吐いた糸の様
　　子が記録されている観察カード

表１　飼育観察中の子供の様子と観察カードにおける子供の記録



察した動物と比較して出てきた言葉だとも言える．

　６月１日～５日．カイコが，さらに大きくなったこと

に気付いて成長を喜んでいる姿が見られた．「白くなっ

ている」という観察記録が見られた（図２）．カイコの

体が大きくなって，剛毛が目立たなくなったからであ

る．カイコが糸を吐いていることに気付いている子もい

た．観察カードにも記録されている（図２）．これは、繭

を作るときに吐く糸とは違った性質の糸である．自分の

体が餌から離れないようにするための糸であり，セリシ

ンタンパク質が主体の糸である．繭を作るときの糸は，

フィブロインタンパク質とセリシンタンパク質の２種類

から構成されている．児童が細かく観察している様子が

窺える．カイコに興味をもっている子は，欠かさずカイ

コを観察しに来ていた．家で個人的にカイコを飼育した

いと希望する子が出てきた．希望した子には，２個体ず

つ配った．個人的にカイコを飼育することは望ましい

が，最後まで飼育することができるかどうか心配であっ

た．体の色が黒から白に変わってきたことや餌を食べる

量が増えたり糞の量が増えたことにも気付いていた．児

童のなかには，大きくなったカイコをみて「ニュルニュ

ルして気持ち悪い」と言う子も出てきた．繭に興味を持

つ児童が多く出てきたので，冷凍保存していた繭を多く

持っていった．繭の状態で保存するため，中にいる蛹は

死んでいるのだが，児童は生きていると思い「いつ生ま

れるの？」と聞いていた．児童にとって，カイコの卵は

小さすぎて卵の意識は持ちにくいようである．カイコの

卵は通称「蚕種」と呼ばれている．種のイメージである．

児童は，繭と卵を混同しているようであった．繭から成

虫が羽化してくることを生まれると思っているようであ

る．説明はしたのだが，この混同が完全に解消されたよ

うには思えなかった．繭の中の蛹が死んでいることを伝

えると，気持ち悪がる子もいた．繭は心地よいけれど，

死は忌み嫌う感覚があるのだろう．飼育を通して，昆虫

の死の体験をさせることも大事なことである．身の回り

での死の体験が少なくなっている現在，飼育は，この点

からも重要であると考える．

　６月６日～９日．カイコの体のつくりに非常に興味を

示し，「カイコは体より頭のほうが大きいのはなんで？」

という疑問や「カイコの目はどこにあるの？」という質

問がされた．カイコのからだのつくりを本などで説明す

ると，実物のカイコを観察して，目の位置などを確認す

る姿が見られた．確かに，一見したところ目に見えるよ

うな紋がある体節がある．眼状紋と呼ばれるものであ

る（７）．ここを頭部と思っていたのだろう．実際の頭部は

体の前方にある丸く小さい部分である．ここに左右６個

ずつの単眼があるが，虫メガネで見ても分かりにくいも

のである．「体に緑の線がある」と観察カードに書いてい

る子もいた．これは，カイコの心臓である．カイコの心

臓は管状心臓である背脈管である（７）．これは，カイコの

背面の皮膚の真下にあるので，透けて見える．よく観察

すると，背脈管の膨張と収縮を見ることができる．児童

はここまでは観察していないようであるが，よく気付い

たものである．やはり，飼育することにより観察力が向

上するということがあると思われる．観察力も体験を重

ねることが大切である．このカイコの飼育体験は，児童

にとってよい成長の場であることを確信した．

　また，成虫（蛾）に興味を持ちはじめた子も出てきて，

カイコの幼虫や成虫についての疑問，質問が多かった．

またカイコという漢字を自分で調べて，教えてくれる子

もいた．カイコを漢字で書くと『蚕』であり，天に虫と

書くことに驚き，なぜ，天に虫なのだろうと考えてい

た．カイコをきっかけにして，いろいろな分野に興味が

広がることを期待していた．これは，その一つの例であ

ると思われる．カイコが児童にとって興味関心の広がり

のきっかけになったことは予想以上の成果であった．

　図３は，児童がカイコを熱心に観察している様子であ

る．これまでカイコを飼育、観察するのは男の子の方が

多い傾向にあったが，この日は女の子がいつもより多く

来て「大きくなってる」「かわいい」と言いながら積極

的にカイコの飼育観察をしていた．２年生までは，それ

ほど男女で遊ぶことに違和感はないと思われるが，興味

の対象は違うのだろうか．女の子にももっと観察にきて

欲しいものだとと願っていた．

また，家で飼っているカイコについて「名前をつけてあ

げた」「自分で小さなお皿にカイコのお家を作ってあげ

た」「自分でカイコの飼育の仕方の本を借りて、それを見

ながらカイコの飼育をしている」などと報告していた．

家での飼育を心配していたが，家でもカイコを可愛がっ

て飼育しているようであった．

　クワの実を幾つか持ってきたが，数が少なく児童達に

食べさせることはできなかった．児童は，見てはいた

が，食べることができなかったので，あまり印象に残ら

なかったようである．もっと準備できれば，児童の活動

が活発になったであろう．残念であった．児童は野外の

ものを食べるという経験もあまりないようである．スー

パーなどで展示されているものは抵抗はないだろうが，
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図３　虫メガネを使っ
　　ての飼育観察

図４　本を活用しての飼育観察



木の実をそのまま食べることにも抵抗があったのかもし

れない．これも体験不足からきているものと推察され

る．

　６月11日～19日．脱皮をするカイコが多く観察される

ようになった．実際は，すでに何度も脱皮しているので

あるが，小さいうちは見にくくて気付かなかったのであ

ろう．脱皮前のカイコが全く動かなくなっているのを見

て死んでいるのではないかと心配する姿も見られ，自分

たちが毎日世話をしているカイコに愛着が出てきた子も

多くなってきたと思われた．観察カードに「背中の色が

茶色のカイコがいた」と記されているが，これは脱皮前

のカイコを観察したものであろう．

　図４はカイコに興味を持ってもらうためにカイコと一

緒に置いておいたカイコの絵本や飼育方法が載っている

本、カイコの成長過程の載っている本を見ている子ども

の様子である．カイコについていろいろな疑問が出てき

て、カイコについていろいろと知りたいという気持ちが

強くなった児童達は，本を活用し，実物のカイコと本の

中のカイコを比べてカイコについていろいろと調べてい

る姿が見られた．実物から書物へ，書物から実物へとい

うのは好ましい態度である．この活動を契機として他の

観察活動でもこのような姿勢を示して欲しいものであ

る．

　大きく成長したカイコを見て，カイコの体に角が付い

てることやカイコの足がくっつくこと，前脚が小さいこ

となど今まで分からなかったカイコの体の特徴に気付く

児童が多くなってきた．観察カードにもカイコのからだ

の節や模様，脚の形など，カイコの特徴を少しずつ描け

るようになってきた．図５の観察カードを見ると，以前

「眼」と言っていた眼状紋に加えて，背中の半月紋，星

状紋を観察していることが分かる．児童のつぶやきのな

かには，「角」という表現もあった．これは，尾角であ

り，見た目は角であるが，触ると柔らかいものである．

捕食者にたいする脅しであると考えられている．この部

分にも眼がいくようになってきた．この他には，体の節

の大きさが，おしりの方にいくと小さくなっていること

を気付く児童もいるようになってきた．一つのものを継

続観察すると変化に気付くようになるし，細部も観察す

るようになってくる．継続観察を繰り返すことで，観察

力が飛躍的に向上することが期待される．このような体

験を重ねることが望まれる．

　６月20日～26日．カイコが大きく成長し，餌を食べる

量も多くなり，食べる速さも速くなると，カイコが餌を

食べる様子を楽しそうに見ている児童の姿が見られた．

カイコが餌を食べる時の「ガサガサ」という音に驚いて

いる児童も多かった．カイコを飼育すると誰しも，その

食欲のすさまじさと餌である桑の葉を食べる音に驚くも

のである．児童がこのことに気付いてくれるかどうか心

配であったが，気付いてくれていた．餌を食べ，糞をす

ることは代謝であり，生命概念の重要な要素である．カ

イコを飼育観察することで，このことを意識することは

のちのちの学習の土台となることが期待される．

　家で飼育しているカイコを持ってきてくれた児童がい

た．学校で飼育しているカイコと同じように元気に成長

していたので，一人でもきちんとカイコの世話ができて

いることが再確認できた．カイコが成長し，大きくなる

に従って拒否反応を示し，カイコから遠ざかっていく児

童が増えるのではないかと予想していたが，逆にだんだ

んと愛着が出てきて，カイコを触ったり詳しく観察した

りしてくれるようになった．カイコを触れるようになっ

た児童は女の子が多く，積極的にカイコの飼育、観察を

する姿が見られた．観察していく中でカイコについての

知識も増え「どこで息してるの？」「どこから糸を吐く

の？」という質問に対し，児童同士で教え合う姿も見ら

れるようになった．観察カードにはカイコを見て角や呼

吸をしている気門があることや，カイコが成長して，と

ても大きくなったことなどが描かれるようになった．長

い期間の飼育観察なので，途中で観察を放棄することを

心配したが，カイコの様子が変化するので，興味を持ち

続けたようである．

　カイコを飼育，観察したことを『あのね帳』（日記）

に書いたり，自分の好きな生き物を紹介する『生き物ラ

ンド』という学校の授業の中でカイコを取り上げてくれ

た児童もおり，カイコが子どもたちの心に印象深く残っ

ていることが分かった． 糸を吐いているカイコが出て

きたのを児童が発見し「繭を作ろうとしている」と嬉し

そうに言い観察していた．観察カードにも糸を吐いてい

るカイコの様子が描かれていた（図６）．繭になったカイ

コは殺して繭から絹糸を取ることを知ると「２，３匹でも

いいから殺さないであげて」と言う児童が多く，カイコ

を大切に思う児童の気持ちが伝わってきた．この他に

は，カイコの飼育の仕方を本などを見て自分なりにプリ
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図５　眼状紋、半月紋、星状紋
がある観察カード

図６　糸を吐いている様子が記録
　されている観察カード



ントにまとめていた児童がいたり，カイコの歌を作っ

て，歌っていたりする児童もいた．カイコの歌は，カイ

コが歩いている様子や餌を食べている様子などを歌詞に

し，メロディーも自分で作り，カイコを観察しながら楽

しそうに歌っていた．カイコからいろんな活動が広がる

ことは，とても望ましいことである．

　６月27日、28日．家で飼育しているカイコが繭を作り

始めたと報告してくれた．学校で飼育しているカイコも

ほとんど繭を作り始めた．カイコが繭を作る姿を不思議

そうに観察している児童が多かった．この繭が絹になる

ということが信じられない様子であった．カイコが繭を

作り出したので，カイコの飼育観察を一旦終了した．家

で飼育している子には桑の葉をあげていたが，桑の葉が

足らなくなったと言って休みの日でも連絡して取りに来

る児童がいた．カイコという生き物を大切にしようとす

る態度が育っているように思えた．

第10時

　７月９日．成虫になった蛾は，幼虫に比べて外見も親

しみにくく，児童達は抵抗を示すかと思われたが，予想

に反し成虫に対しても抵抗なく接していた（図７）．成虫

は今後どうなるのかと心配している児童が多かった．し

ばらくたつと死んでしまうことを教えると，悲しそうな

表情を浮かべていた．生命に対する畏敬の念が育ってき

ているのではないだろうか．観察カードには成虫（蛾）

になったカイコの様子が描かれていた（図８）．また、今

までカイコを飼育してきたことを振り返りカイコの飼育

方法を新聞にまとめていた児童もいた（図９）．カイコの

幼虫、成虫のどちらにも興味，関心を示し，カイコの飼

育，観察を楽しんで行うことができたと思われる．

　カイコの飼育観察を振り返った作文（図10）を見ると，

糞の大きさで成長の様子を把握していることが読みとれ

るし，蛾が一匹しかいなかったから，卵を産まなかった

ということから生命概念の柱である生殖を意識している

ことが窺える．このカイコの飼育体験だけでは，生命概

念を育てることはできないが，この体験を踏まえて，ま

た違った動植物を飼育栽培することで徐々に生命概念を

把握するようになることが期待される．

４．終わりに

　カイコを生活科の飼育観察教材の一つとして提案でき

るかどうかを児童の飼育観察の様子を通して検討した．

生命概念の特徴である代謝と生殖に関する児童のつぶや

きや観察カードの記述が見られたことから，生命概念を

培うことには有効であると思われた．生物の多様性に関

しては，これまで飼育した経験のある動物との比較を

行っていることから，これも培うことができたのではな

いかと推察される．もう一つ，カイコが産業用の昆虫で

あることが意識されたかどうかであるが，この点は児童

の意識は弱かったようである．繭からの糸をとることを

行えばよかったのであるが，これは，カイコを殺すこと

が前提であるので，充分な話し合いを行ってからでなく

ては実施することが難しい．担任がクラス単位で飼育す
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図９　カイコの新聞

図10　カイコの飼育の様子を書いた作文

図８　成虫（蛾）の様子の
観察カード　

図７　成虫（蛾）の観察



る形態であれば，行うことは可能であろうが，本研究で

の飼育形態では難しかった．また，充分飼育観察を行っ

てからでないと産業に目を向けることは難しいように思

えた．これからの課題である．
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